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平
成
二
十
六
年
度
か
ら
十
年
間

個
人
住
民
税
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　

村
で
は
、
村
内
在
住
の
新
卒
者
を
雇
用

し
た
村
内
事
業
者
に
補
助
金
を
交
付
す
る

「
雇
用
奨
励
補
助
金
」
の
制
度
を
行
っ
て

い
ま
す
。

�
�
�
�

　

村
内
の
事
業
者

�
�
�
�

　

村
内
在
住
の
新
卒
者
を
六
ヶ
月
以
上
雇

用
し
た
場
合

�
�
�
�
�

　

事
業
者
に
対
し
て
、
新
卒
者
一
人
当
た

り
二
十
五
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

地
域
経
営
課
商
工
観
光
係（

内
線
二
三
二
）

新
卒
者
を
雇
用
し
た
事
業
所

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

平
成
二
十
五
年
九
月
の
台
風
十
八
号

で
、
国
道
一
五
三
号
が
被
災
を
受
け
た
箇

所
は
、復
旧
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

工
事
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
に
、
大
雨
に

よ
り
土
砂
が
流
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
区

間
に
つ
い
て
は
、
雨
量
に
よ
り
通
行
止

（
自
主
規
制
）を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

連
続
雨
量
二
〇
〇
ミ
リ

�
�
�
�
�

　

浪
合　

あ
ら
ら
ぎ
入
口
〜

寒
原
ト
ン
ネ
ル
出
口

　
（
一
〇
〇
・
九
〜
一
〇
二
キ
ロ
）

　

根
羽　

根
羽
村
日
向
〜
根
羽
村
初
入

　
（
七
六
・
九
〜
七
七
・
四
キ
ロ
）

�
�
�
�
�
�
�

　

国
土
交
通
省　

中
部
地
方
整
備
局

　

飯
田
国
道
工
事
事
務
所
管
理
第
一
課

　

�
五
三－
七
二
〇
五

国
道
一
五
三
号
に
お
け
る

大
雨
時
の
通
行
規
制
（
自
主

規
制
）
に
つ
い
て

　

個
人
住
民
税
の
均
等
割
額
が
、「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に

必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
二
十
三

年
法
律
第
一
一
八
号
）
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
六
年
度
〜
平
成
三
十
五
年
度
ま
で
の

十
年
間
、
年
間
一
、〇
〇
〇
円
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。（
村
民
税
五
〇
〇
円
、
県
民

税
五
〇
〇
円
）

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
税
は
村
や
県
が
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
上
で
欠
か
せ
な
い
大
切
な
財

源
で
す
。
引
き
続
き
期
限
内
納
付
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
民
税
は
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
市
町

村
が
道
府
県
分
も
含
め
一
括
し
て
賦
課
徴

収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

出
納
室
税
務
係

（
内
線　

二
四
八
・
二
四
九
）
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成
人
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す

　

六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
は
、
動
物

の
正
し
い
飼
い
方
普
及
月
間
で
す
。

　

こ
の
月
間
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
、

動
物
の
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
人

と
動
物
が
共
生
す
る
潤
い
豊
か
な
地
域
社

会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
飯
田
保
健
福
祉
事
務

所
管
内
で
は
、
首
輪
や
ク
サ
リ
な
ど
飼
育

管
理
が
不
十
分
な
た
め
に
逃
走
す
る
犬
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
動
物
に
対
す
る
虐
待
や
、
愛
護

動
物
の
遺
棄
、
無
責
任
な
野
良
猫
へ
の
エ

サ
や
り
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
う
え
、
マ

ナ
ー
の
悪
い
飼
い
主
に
よ
る
、
糞
尿
の
放

置
、
鳴
き
声
や
悪
臭
な
ど
の
近
所
に
迷
惑

を
及
ぼ
す
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
月
間
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
犬
や

猫
を
は
じ
め
と
す
る
飼
育
動
物
を
正
し
く

飼
う
方
法
を
再
確
認
し
て
、
同
時
に
動
物

を
愛
護
す
る
意
識
を
高
め
、
人
と
動
物
が

楽
し
く
共
生
で
き
る
潤
い
豊
か
な
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�

・
動
物
の
種
類
や
習
性
な
ど
に
応
じ
て
、

健
康
維
持
や
安
全
確
保
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

・
動
物
が
人
の
生
命
な
ど
に
害
を
加
え
た

り
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
動
物
が
み
だ
り
に
繁
殖
す
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
不
妊
去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

・
感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
に
必
要
な
注

意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

・
動
物
の
所
有
者
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

名
札
な
ど
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。（
犬
は
、

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

実
施
し
て
、
鑑
札
・
済
票
を
装
着
す
る

こ
と
。）

・
小
型
犬
で
あ
っ
て
も
飼
い
犬
は
常
に
つ

な
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�

　

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
（
保
健
所
）

　
　

食
品
・
生
活
衛
生
課

　
　
　
　
　

乳
肉
・
動
物
衛
生
係

　

�
五
三－

〇
四
四
六

　

犬
が
鎖
か
ら
離
れ
て
飛
び
回
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
首
輪
や
鎖
は

切
れ
に
く
い
物
を
使
用
し
、
月
に
一
度
は

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
注
射
済
票

を
必
ず
首
輪
に
付
け
て
下
さ
い
。

　

散
歩
時
に
は
フ
ン
を
片
付
け
る
袋
等
を

携
帯
し
、
犬
の
し
た
フ
ン
は
飼
い
主
が
責

任
を
持
っ
て
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

飼
い
猫
は
野
良
猫
と
区
別
で
き
る
よ
う

首
輪
や
リ
ボ
ン
を
付
け
る
等
し
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
室
内
飼
い
に
す
る
な
ど
、
近
所

の
方
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
責
任
を

持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
野
良
猫
に
む
や
み
に
餌
を
与
え

る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
に
住
み
つ
い
た
り

し
て
迷
惑
を
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、
控
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　

飼
い
犬
や
飼
い
猫
が
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

民
生
課
保
健
係
（
内
線
二
四
一
）

ペ
ッ
ト
の
管
理
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
四
十
歳
代
か
ら
虫
歯
や
歯
周

病
で
自
分
の
歯
を
失
う
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
生
涯
を
通
じ
て
自
分
の
歯
を
十
分
に

保
有
し
、
食
べ
る
楽
し
み
を
享
受
で
き
る

よ
う
、
歯
の
健
康
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
成
人
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す
。
対
象
の

方
に
は
、
直
接
ご
案
内
致
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

村
内
に
住
所
を
有
し
、
当
該
年
度
四
月

一
日
現
在
、
三
十
歳
、
四
十
歳
、
五
十
歳
、

六
十
歳
、
お
よ
び
七
十
歳
の
方
。

※
現
在
治
療
中
の
方
は
、
健
診
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
職
場
で
行
う
歯
科
健
診
を
受
診
し
た

（
す
る
予
定
の
）
方
は
、
そ
ち
ら
を
優
先

し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　
　

無
料

�
�
�
�
�
�

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

動
物
の
正
し
い
飼
い
方

普
及
月
間
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児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
は
お
済
で
す
か
？

特
殊
詐
欺

　
　

非
常
事
態
宣
言
発
令

�
�
�
�
�
�

　
　

飯
田
下
伊
那
の
歯
科
医
院

（
飯
田
下
伊
那
歯
科
医
師
会
に
所
属

す
る
歯
科
医
院
）

�
�
�
�

　

①
歯
の
状
態

C
P
IT
N

　

②
歯
周
組
織
の
状
態
（ 
 
  
 

）

　

③
顎
関
節
所
見

　

④
粘
膜
所
見

　

⑤
歯
列
・
咬
合
所
見
、

　

⑥
パ
ノ
ラ
マ
Ｘ
線
検
査
も
し
く
は
一
〇

枚
法
に
よ
る
Ｘ
線
検
査
の
所
見

　

⑦
口
腔
清
掃
状
態

　

⑧
健
診
所
見
に
基
づ
く
口
腔
衛
生
指
導

�
�
�
�

　

①
希
望
者
は
民
生
課
保
健
師
へ
申
し
込

み
、
受
診
券
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

　

②
受
診
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に
、
ご

自
身
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

③
予
約
し
た
日
時
に
受
診
券
と
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
等
）
を
持
参
し
て
健
診
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

④
必
要
に
応
じ
て
個
別
に
歯
科
保
健
指

導
を
い
た
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

民
生
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
（
内
線
二
二
八
・
二
二
九
）

　

児
童
手
当
受
給
者
の
方
は
、
毎
年
六
月

に
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

�
�
�
�
�

　

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日
（
月
）

�
�
�
�
�

　

役
場
受
付

　

ま
た
は
浪
合
振
興
室
・
清
内
路
振
興
室

�
�
�
�
�
�

　

・
現
況
届
用
紙

　

・
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

　

・
印
鑑

※
そ
の
他
、
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
書
類

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
家
庭
に
郵

送
さ
れ
て
い
る
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
六
月
分
以
降
の
手
当
を
引
き

続
き
受
給
す
る
要
件
（ 
受
給
者
の
所
得
、

児
童
の
監
督
や
保
護
、
生
計
同
一
関
係
な

ど
） 
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
無
い
場
合
は
、
六
月

分
以
降
の
児
童
手
当
の
支
給
を
停
止
し
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

民
生
課
住
民
係
（
内
線
二
四
六
）

長
野
県
内
で
は

・
金
融
商
品
等
取
引
名
目
詐
欺

　
（
も
う
か
り
ま
す
詐
欺
）

・
架
空
請
求
詐
欺
（
支
払
え
詐
欺
）

・
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

等
の
特
殊
詐
欺
の
発
生
が
急
増
し
、
長

野
県
知
事
か
ら
特
殊
詐
欺
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
四
月
末
現
在
、
県
内
で

六
十
二
件
、四
億
一
三
八
万
円
の
被
害
が
、

飯
田
警
察
署
管
内
で
も
五
件
、
四
、
三
六

四
万
円
も
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　

直
ち
に
飯
田
警
察
署
に
通
報
し
て
下
さ

い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

飯
田
警
察
署

　

�
二
二－

〇
一
一
〇

�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�
�
�

�
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�
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�
�
�
	


�
�
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六
月
は
不
正
改
造
車

排
除
強
化
月
間

阿
智
村
交
通
安
全
協
会

 
　

総
会
を
行
い
ま
し
た

　

自
動
車
が
国
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
移

動
手
段
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
不
正
改
造

を
施
さ
れ
た
車
両
が
存
在
し
、
国
民
生
活

の
安
全
・
安
心
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム

の
貼
付
、誤
認
を
招
く
灯
火
の
色
の
変
更
、

土
砂
等
を
運
搬
す
る
ダ
ン
プ
の
リ
ア
バ
ン

パ
の
切
断
・
取
り
外
し
、
騒
音
の
増
大
を

招
く
マ
フ
ラ
ー
の
切
断
・
取
り
外
し
及
び

基
準
不
適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
等
の
不
正

改
造
を
施
さ
れ
た
車
両
は
、
国
民
生
活
の

安
全
を
脅
か
し
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る

も
と
し
て
、そ
の
排
除
求
め
ら
れ
い
ま
す
。

ま
た
、大
型
車
の
速
度
抑
制
装
置（
ス
ピ
ー

ド
リ
ミ
ッ
タ
ー
）
の
解
除
又
は
不
正
な
改

変
等
の
不
正
改
造
が
社
会
的
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
生
活
の
安
心
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
そ
の
排
除
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
不
正
改
造
を
排
除

し
、
車
両
の
安
全
確
保
及
び
環
境
保
全
を

図
る
た
め
、
関
係
省
庁
、
自
動
車
関
係
団

体
等
と
協
力
し
て
「
不
正
改
造
車
を
排
除

す
る
運
動
」を
全
国
的
に
展
開
し
て
お
り
、

特
に
六 
月
を
強
化
月
間
と
し
て
重
点
的
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
不
正
改
造

の
防
止
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
そ
の
排
除
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　

不
正
改
造
車
に
関
す
る
情
報
提
供
・
ご

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
お
寄

せ
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

国
道
交
通
省
北
陸
信
越
運
輸
局

長
野
運
輸
支
局　

検
査
・
整
備
・
保
安

部
門

「
不
正
改
造
車
一
一
〇
番
」

�
〇
二
六－

二
四
三－
五
五
二
五

　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
一
日
の
ス

タ
ー
ト
か
ら
、
五
年
が
経
っ
た
「
裁
判
員

制
度
」。
平
成
二
十
五
年
十
二
月
ま
で
に

六
、〇
六
〇
日
の
被
告
人
に
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の

裁
判
員
裁
判
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

Ｑ　

ど
れ
く
ら
い
の
人
数
が
選
ば
れ
た
の

Ａ　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
ま
で
に
選
任

さ
れ
た
裁
判
員
の
数
は
三
四
、八
九
六
人
、

補
充
裁
判
員
の
数
は
一
一
、九
二
九
人
で

し
た
。

Ｑ　

何
日
く
ら
い
参
加
す
る
の

Ａ　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
ま
で
に
判
決

が
言
い
渡
さ
れ
た
裁
判
員
裁
判
の
対
象

と
な
っ
た
事
件
の
多
く
が
四
日
前
後
で

終
了
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
前
は
「
や
り
た
く

な
い
」
が
五
一
・
四
％
で
し
た
が
、
裁
判
員

を
経
験
し
て
「
よ
い
経
験
と
感
じ
た
。」
が

九
五
・
三
％
で
し
た
。

・
普
段
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
だ
っ

た
。

・
社
会
の
事
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。

・
裁
判
や
裁
判
所
が
身
近
に
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp
://w

w
w
.s
a
ib
a
n
in
.c
o
u
rts
.

 
   
    
 
 
  
 
  
 
 
  
  
 
 
   
 

g
o
.jp
/

 
 
   
 
）
で
は
、
裁
判
員
裁
判
実
施
状
況

の
検
証
報
告
書
な
ど
に
よ
り
、
裁
判
員
制

度
の
実
施
実
施
状
況
等
が
説
明
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
裁
判
員
を
経
験
さ
れ
た
方
々
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
裁
判
員
を
経
験
さ

れ
た
方
々
の
声
、
裁
判
員
制
度
の
運
用
状

況
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
が
さ
ら
に
く
わ

し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
そ
ち
ら

も
ご
覧
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

長
野
県
地
方
裁
判
所

 

事
務
局
総
務
課
庶
務
係

�
〇
二
六－

四
〇
三－

二
〇
〇
八

　

四
月
二
十
三
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
ホ
ー

ル
に
お
い
て
平
成
二
十
五
年
度
阿
智
村
交

通
安
全
協
会
の
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

報
告
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
、
高
齢

　

詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

h
ttp
://w

w
w
.te
n
ke
n
-s
e
ib
i.c
o
m

「 
   
    
 
 
   
 
  
 
  
 
  
   
 
 

」

裁
判
員
裁
判
の
実
施
状
況
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者
の
交
通
事
故
防
止
を
重
点
に
、
交
通
安

全
運
動
、
各
種
講
習
会
の
開
催
な
ど
の
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
の
中
で
は
阿
智
村
交
通
安

全
協
会
の
表
彰
式
を
行
い
、
交
通
安
全
活

動
で
の
功
労
者
六
名
、
安
全
運
転
で
の
優

良
者
十
二
名
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

※
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

�
�
�
�
�
�
�
	



　

石　

原　

治　

男 
さ
ん

　

熊　

谷　

晴　

子 
さ
ん

　

田　

中　

章　

治 
さ
ん

　

熊　

谷　

友
一
郎 
さ
ん

　

櫻　

井　

信　

和 
さ
ん

　

櫻　

井　

良　

充 
さ
ん

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

安　

藤　

圭　

介 
さ
ん

　

大　

前　

智　

宏 
さ
ん

　

川　

上　

進　

午 
さ
ん

　

塚　

田　

清　

子 
さ
ん

　

玉　

井　

政　

志 
さ
ん

　

石　

原　

か
つ
子 
さ
ん

　

荒　

井　

麻
由
美 
さ
ん

　

小　

林　

俊　

規 
さ
ん

　

田　

中　

章　

子 
さ
ん

　

熊　

谷　

政　

幸 
さ
ん

　

稲　

垣　

八
重
子 
さ
ん

　
 
　

木　

恵　

美 
さ
ん

　

今
後
も
安
全
運
転
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

総
務
課
消
防
防
災
係
（
内
線
二
七
二
）

阿
智
村
交
通
安
全
協
会
の

　

役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

　

働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
あ
な
た
の
就

職
活
動
に
関
す
る
悩
み
、
働
い
て
い
る
あ

な
た
が
抱
え
て
い
る
働
く
事
に
関
す
る
悩

み
を
メ
ー
ル
で
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

「
就
活
っ
て
ど
う
す
す
め
た
ら
良
い
？
」

「
職
場
に
な
じ
め
ず
、
仕
事
を
続
け
ら
れ

る
か
不
安
・
・
・
」
な
か
な
か
家
を
出
ら

れ
な
い
、
お
仕
事
を
し
て
い
て
昼
間
に
相

談
に
行
く
時
間
が
無
い
と
い
っ
た
方
、
お

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

�
�
�

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jobcafe-shinshu.pref.

（        
 
 
                      

nag
ano.lg

.jp)

   
      
     
か
ら
「
ネ
ッ
ト
で
相
談
」

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
相
談
下
さ
い
。

�
�
�

　

平
成
二
十
七
年
三
月
末
日
ま
で
毎
日
、

二
十
四
時
間
受
付

�
�
�

　

相
談
は
無
料
で
す

�
�
�

　

四
十
代
前
半
ま
で
の
方
、
そ
の
ご
家

族
・
保
護
者
か
ら
の
ご
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

若
年
者
地
域
連
携
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー

／
株
式
会
社
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

ア
イ（

長
野
県
労
働
局　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
長

野
県　

厚
生
労
働
省
若
年
者
地
域
連
携

事
業
委
託
団
体
）

　

�
〇
二
六
三－

二
七－

五
〇
一
〇

働
き
た
い
・
働
い
て
い
る
あ
な
た
へ

「
メ
ー
ル
相
談
」
の
ご
案
内

　

五
月
十
二
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
ホ
ー

ル
に
お
い
て
阿
智
村
交
通
安
全
協
会
の
理

事
会
・
女
性
部
会
を
開
催
し
、
平
成
二
十

六
・
二
十
七
年
度
の
役
員
を
選
出
し
ま
し

た
。

　

会
長
に
は
、
前
回
に
引
き
続
い
て
竪
町

の
村
澤
芳
徳
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
年
間
阿
智
村
の
交
通
安
全
活
動
に
ご

尽
力
頂
き
ま
す
。

※
そ
の
他
の
役
員
は
下
表
の
と
お
り

�
�
�
�
�
�
�

　

総
務
課
消
防
防
災
係
（
内
線
二
七
二
）

��������	
��
��������

村澤　芳徳会　　長
荒井　広史

(
)

 
副
支
部
長 

塚田　典利会 地 支 部

(
)

副
会
長 
支
部
長 

園原　孝司肥後　武明伍 和 支 部
金田　俊幸小松　公栄智 里 東 支 部
熊谷　浩治林　　　潔智 里 西 支 部
大石　純平佐久間健次浪 合 支 部
櫻井　　稔櫻井　菊廣清 内 路 支 部

島岡　孝代女 性 部 長
佐久間健次会 計
高木　上二／原　　豊監 事
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明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
ま
す（
一
般
の
部
）

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
住
宅
名
・
戸
数
・
間
取
り
等
は
左

条　件　等地区名間取り戸数住宅名

・定住促進住宅

・世帯向け
清内路3LDK１戸定住促進堀上住宅

・定住促進住宅

・世帯向け
清内路2LDK2戸定住促進川裾住宅

・公営住宅
・世帯向け
・所得制限有り

清内路3DK2 戸ア ラ ヤ 第 1 住 宅

・公営住宅
・世帯向け
・所得制限有り

清内路3DK1戸川 裾 第 2 住 宅

・定住促進住宅

・世帯向け
浪　合3LDK2戸上 町 団 地

・定住促進住宅

・世帯向け
浪　合3LDK2戸向 田 北

・公営住宅
・世帯向け
・所得制限有り

浪　合3DK1戸大 平 団 地

�
�
�
�
�
�
�

　

地
域
経
営
課
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

�
四
三－

二
二
二
〇

　
　
　
　
　
　
（
内
線
二
三
二
）

�
�
�
�

　

明
る
い
選
挙
を
テ
ー
マ
に
自
由
に
表
現

し
た
ポ
ス
タ
ー

�
�
�
�
�
�

　

小
、
中
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校

の
児
童
・
生
徒
以
外
の
方

�
�
�
�
�
�

　

八
月
二
十
二
日
（
金
）
ま
で

�
�
�
�
�

　

阿
智
村
選
挙
管
理
委
員
会

 

（
阿
智
村
役
場
内
）

�
�
�
�

　

描
画
材
料
は
自
由
（
紙
や
布
な
ど
絵
の

具
材
料
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
）

�
�
�
�
�

　

画
用
紙
の
四
ツ
切

　
　
（
五
四
二
㎜
×
三
八
二
㎜
）、

　

八
ツ
切
（
三
八
二
㎜
×
二
七
一
㎜
）

　

ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ

�
�
�
�
�

①
用
紙
の
裏
面
右
下
に
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

②
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
属
し
、

二
〇
一
四
年

　

阿
智
の
夏
ま
つ
り
概
要

　

恒
例
の
阿
智
の
夏
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

見
ご
た
え
の
あ
る
二
、五
〇
〇
発
の
花
火

に
併
せ
て
、
お
神
輿
や
踊
り
、
出
店
が
有

り
、
火
ま
つ
り
も
皆
様
の
心
に
残
る
と
思

い
ま
す
。
阿
智
川
河
川
敷
に
は
、
各
自
治

会
の
座
席
も
ご
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

是
非
、
阿
智
の
夏
ま
つ
り
へ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

　

七
月
二
十
六
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
五
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
雨
天
順
延

�
�
�
�

　

阿
智
村
駒
場
周
辺
、
阿
智
川
河
畔

�
�
�
�
�

　

約
二
、五
〇
〇
発

�
�
�
�
�
�
�

　

ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
尺
玉
、
他

�
�
�
�
�

　

あ
り
【
九
〇
〇
台
（
無
料
）】

�
�
�
�
�

　

阿
智
の
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

阿
智
の
夏
ま
つ
り
実
行
員
会
事
務
局

　
　
（
協
働
活
動
推
進
課
）

                        
（
内
線
五
一
〇
）

記
の
と
お
り
で
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
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選
挙
啓
発
資
材
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

③
入
賞
者
の
市
町
村
名
、
氏
名
を
、
新
聞

紙
面
、県
選
挙
管
理
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
表
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の

事
項
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

る
場
合
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

④
優
秀
作
品
に
は
、
賞
状
及
び
副
賞
（
図

書
券
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

一
等
（
一
点
）
賞
状
及
び
一
万
円
相
当
の

図
書
券

二
等
（
二
点
）
賞
状
及
び
五
千
円
相
当
の

図
書
券

三
等
（
三
点
）
賞
状
及
び
三
千
円
相
当
の

図
書
券

佳
作
（
若
干
）
賞
状
及
び
一
千
円
相
当
の

図
書
券

�
�
�
�

　

長
野
県
選
挙
管
理
委
員
会

　

長
野
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　

長
野
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

　

市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

�
�
�
�

　

長
野
県
・
長
野
県
教
育
委
員
会

　

市
町
村
教
育
委
員
会

�
�
�
�
�
�
�

　

阿
智
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線　

二
七
六
）

平
成
二
十
六
年
度

　

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室

受
講
生
募
集

　

今
年
度
も
六
月
二
十
九
日
か
ら
「
愛
犬

の
し
つ
け
方
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
め
て
犬
を
飼
わ
れ
る
方
か
ら
、
も
っ

と
犬
の
こ
と
を
知
り
た
い
方
等
、
飼
主
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
し
つ
け
方
が
学
べ

ま
す
。

　

ぜ
ひ
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
学
科
講
習
】

�
�
�
�

　

六
月
二
十
九
日
（
日
）

　

午
後
一
時
半
〜
三
時
半

�
�
�
�

　

飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�

　

テ
キ
ス
ト
代：

一
、〇
〇
〇
円

�
�
�
�

① 
「
犬
を
飼
う
上
で
知
っ
て
お
き
た
い
法

律
に
つ
い
て
」
飯
田
保
健
所
の
職
員
が

お
話
し
ま
す
。

②
「
犬
の
健
康
管
理
・
動
物
か
ら
う
つ
る

病
気
に
つ
い
て
」
獣
医
師
の
先
生
が
お

話
し
ま
す
。

③
「
犬
の
飼
い
方
や
、
犬
が
ど
の
よ
う
に

学
習
す
る
の
か
等
」
長
野
県
動
物
愛
護

推
進
員
が
楽
し
く
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

④
今
困
っ
て
い
る
問
題
等
、
皆
さ
ん
か
ら

の
質
問
に
家
庭
犬
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
お
答
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

七
月
十
三
日
か
ら

　

九
月
十
四
日
の
日
曜
日
計
六
回

　

各　

午
前
七
時
三
十
分
〜
九
時

�
�
�
�

　

城
東
第
二
公
園

�
�
�
�
�
�
�

　

定
員
二
十
組

　

参
加
費
用　

四
、〇
〇
〇
円

�
�
�
�

・
家
庭
犬
と
し
て
の
必
要
な
「
し
つ
け
」

「
マ
ナ
ー
」の
習
得
や
色
々
な
状
況
に
慣

れ
る
こ
と
を
、
愛
犬
と
一
緒
に
楽
し
く

学
び
ま
す
。
犬
の
大
き
さ
や
犬
種
は
問

い
ま
せ
ん
。

・
愛
犬
と
の
日
常
を
楽
し
く
生
活
す
る
た

め
に
、
ご
家
族
み
ん
な
で
参
加
し
て
下

さ
い
。

※
実
技
講
習
は
学
科
講
習
受
講
が
必
須
と

な
り
、
学
科
講
習
終
了
後
に
受
付
を
し

ま
す
。

※
実
技
講
習
は
飯
伊
動
物
愛
護
会
入
会
金

二
、〇
〇
〇
円
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
学
科
講
習
時
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

　

飯
伊
動
物
愛
護
会

�
�
�
�

　

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
（
保
健
所
）

　
（
一
社
）長
野
県
獣
医
師
会
下
伊
那
支
部

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

飯
伊
動
物
愛
護
会
は
、
飼
い
猫
の
避
妊
・

去
勢
手
術
と
完
全
室
内
飼
い
を
お
奨
め
し

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



　

飯
伊
動
物
愛
護
会
事
務
局

（
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
（
保
健
所
） 

食
品
・
生
活
衛
生
課
内
）

�
五
三－

〇
四
四
六



�広報あち おしらせ版平成２６年 6月号

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か
！

第
二
学
期
（
十
月
入
学
生
）

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
科
目
一
教
科
か
ら
学
ぶ
事

が
で
き
ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
、教
養
を
深
め
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
、
平
成
二
十
六
年
度
第
二
学

期
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

資
料
を
無
料
進
呈
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�
�
�
�
�

　

八
月
三
十
一
日
ま
で
【
必
着
】

�
�
�
�
�
�
�

放
送
大
学　

長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

�
〇
二
六
六－

五
八－

二
三
三
二

�
〇
二
六
六－

五
七－

一
一
三
五

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.o
u
i.a
c
.jp

　
 
   
    
 
 
  
 
   
 
   

「
税
務
職
員
採
用
試
験
」の

ご
案
内

�
�
�
�
�
�

　

平
成
二
十
三 
年
四 
月
一 
日
以
降
に
高

校
等
を
卒
業
し
た
方

�
�
�
�
�
�
�

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

�
�
��
�
�
�
	



　

平
成
二
十
六
年
九 
月
七 
日
（
日
）

�
�
�
�
�
�

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
（
原
則
）

　

六
月
二
十
三 
日
（
月
）
〜

　

七
月
二 
日
（
水
）

　

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji-s
h
ike
n
.g
o
.jp
/

 
   
    
 
 
    
    
 
   
 
  
 
   
 

ju
ke
n
.h
tm
l

  
  
 
  
  
  
へ
ア
ク
セ
ス
し
説
明
に
従

い
入
力
し
て
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

六
月
二
十
三
日
（
月
）
〜
二
十
六 
日

（
木
）

人
事
院
各
地
方
事
務
局
へ

�
�
�
�
�
�
�

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

�
〇
三－

三
五
八
一－

五
三
一
一

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
二
三
三
二
）

地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県
立
病
院
機
構

医
療
技
術
職
員
募
集

�
�
�
�
�
�
�

　

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

�
�
�
�
�
�
�
	

・
薬
剤
師

・
診
療
放
射
線
技
師

・
臨
床
検
査
技
師

・
理
学
療
法
士

・
臨
床
工
学
技
士

・
言
語
聴
覚
士

・
臨
床
心
理
技
師

・
福
祉
相
談
員

�
�
�
�
�
�

　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
も
満
た
す
方

①
昭
和
三
十
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方

②
採
用
予
定
職
種
に
係
る
免
許
・
資
格
を

有
す
る
方
も
し
く
は
平
成
二
十
七
年
春
ま

で
に
行
わ
れ
る
国
家
試
験
等
に
よ
り
、
免

許
・
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



・
筆
記
試
験

　

七
月
十
九
日
（
土
）
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル

・
面
接
試
験

　

八
月
二
日
（
土
）
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル

�
�
�
�
�
�

　

七
月
十
日
（
木
）
※
当
日
必
着

�
�
�
�
�

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

http://w
w
w
.pref

        
 
 
     -  nag

ano-hosp.jp/

   
            

honbu/boshu/iryog
ijutsu.htm

l

                 
          
 

�
�
�
�
�
�
�

　

地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県
立
病
院
機
構

　

本
部
事
務
局　

職
員
課

�
〇
二
六－

二
三
五－

七
一
五
八

　

長
野
県
健
康
福
祉
部
医
療
推
進
課

　

県
立
病
院
機
構
係

�
〇
二
六－

二
三
五－

七
一
四
三



�広報あち おしらせ版平成２６年 6月号

注意！！ 注意！！ 注意！！ 注意！！ 注意！！ ～バーベキューの火の不始末で山火事～ 

～熱中症にご注意を～ 
約4割が室内で発生！！ 

設置されていますか?

設置場所はここ！ 

お問合せ・たき火の届け出は ☆伊賀良消防署　125-0119 FAX兼 
☆山 本 分 署　125-1195 FAX兼 
☆龍 江 分 署　127-4911 FAX兼 

住宅用火災警報器はすべての住宅の寝室に設置が必要です。 

２階に寝室がある場合は階段上部にも設置してください。 

就寝中、寝室の煙式警報器が鳴りだし、目を覚ますと、ストーブ 
に掛け布団が接触していた実例があります。 

警報器の電池は切れていませんか？ 定期的に点検をしてください。 本当に鳴りますか?

実際に被害を最少限に 
抑えています。 

住宅用火災警報器 住宅用火災警報器 

～あなたの手で救える命があります～ 
普通救命講習公募します！ 

　去る５月に発生した兵庫県の山火事は、発生から約21時間後、70ヘクタールあまり(東京ドーム
15個分)を焼いて鎮火しました。原因は、自宅の庭でバーベキューをした男性が近くの山林に火を
消したはずの炭を捨てたところ、これが火種となって燃え広がったとのことです。 

　熱中症は屋外だけでなく約４割が室内で発生し

ています。高齢者や乳児は暑い室内や車内に長時

間いるだけで熱中症になってしまいます。 

 

①エアコンや扇風機などを上手に使い室内を 

　適度な温度に! 

②のどが渇く前からこまめな水分補給を! 

③塩分補給も忘れずに! 

④子供を車中に残して、その場を離れない! 

 

　①涼しい場所へ移動! 

　②風をあて、体を冷やす! 

　③反応が鈍い時にはすぐに救急車を!　 

日　時：７月５日（土） 

　　　　午後１時から午後４時30分まで 

場　所：伊賀良公民館　２階大広間 

　　　　（飯田市大瀬木570番地１） 

内　容：①普通救命講習Ⅰ 

　　　　（心肺蘇生法やAEDの取扱い） 

　　　 ②救急講話（熱中症・水の事故） 

募集定員：30名 

　　　　　（中学生以上対象、先着順） 

受付期間：６月15日～６月30日まで 

 

バーベキューをするときは、次の事に気を付けましょう。 

①　使用した炭は、水が入ったバケツに漬けおくなどの処理をして、 

　　しっかり火を消しましょう。 

②　着火剤の継ぎ足しは、危険ですので絶対にやめましょう。 

 

●熱中症を防ぐポイント 

●熱中症の応急手当  

お問合せは伊賀良消防署救急係まで 

　　　　　　　　　　　　TEL 25－0119

●平成26年夏号● 

平成26年度 
全国防火標語 

「もういいかい 
　火を消すまでは 
　　　まあだだよ」 
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ちょっと知りたい
こんなこと 

ちょっと知りたい
こんなこと 

ちょっと知りたい
こんなこと 

�������	
��
�����������������

��������	
�

��������	
����


ほーい 
け 
ん 
こうに 

しまいなー 

�������	
��


　○からだが熱を放出できなくなってしまう

　○短時間で重症に！

　○水分不足に注意！

�������	
��
���������

��������	
��

�����������������

��������	
���
������

�������	
��
����
����
����������������

就寝 

入浴 

夕食 

運動 

昼食 

朝食 

起床 

就寝 

入浴 

夕食 

運動 

昼食 

朝食 

起床 

●就寝前 

睡眠中は、たくさん汗を

かきます。水分を補給し

ておきましょう。 

●起床時 

最も脱水状態になってい

る時間帯は起床時です。

朝コップ1杯の水は、脳

梗塞の予防や便通を良く

します。 

●食前 

食前に水をたくさん飲むと、

胃酸が薄まり胃腸の機能や食

欲が低下し、逆効果です。 

●食後2～3時間 

食直後よりも、胃の動きが

落ち着いた食後2～3時間で

給水しましょう。 

●運動前・中・後 
汗をたくさんかいたとき
は、スポーツドリンクが
おすすめ。 

●入浴前・後 

入浴前、コップ一杯の水は、

脳梗塞予防につながります。 

�������	
���
�

　①暑さを避ける

　②こまめな水分補給

　③衣服の工夫

�������	
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土金木水火月日

５４ ☆ ★ 　３ ☆ ★２ ★１☆ ★ 

１２ １１ ★１０ ☆ ★ ９ ☆ ★８ ☆ ７ ★ ６

１９ ☆ １８ ★ １７ ☆ ★１６  ☆ ★１５ ★１４ ☆ ★ １３

２６ ２５☆ ★ ２４ ☆ ★ ２３  ★２２ ★２１ ２０

３１ ☆ ★３０ ☆ ★２９ ☆２８ ☆ ★ ２７

（使用不可）

ちびっこ清内路保

子育てカレンダー 子育てカレンダー 子育てカレンダー 
��������

海の日

ちびっこあふち保

ブックスタート

さくらんぼ教室

こども広場

こども広場
12ヶ月相談
ちびっこ智里西保

（使用不可）

子育て講座
�������	
��

うきうき
乳幼児健診

こども広場

�����������	
�������������������������

�������������	
���
��������

☆：午前保健センター2階使用可能

★：午後保健センター2階使用可能

　：心理士さんがいます
（都合により日程が変更になる場合があります。ご承知おきください。）

2歳児相談

こっこ学級

たんぽぽ教室
ちびっこ浪合保

ひよっこ学級わくわく

こども広場 すくすくちびっこ智里東保
3歳児健診

つぼみ教室 こども広場
ちびっこ伍和保

子ども広場の 子育て講座：夏の遊びだ！
�������	
����のお知らせ
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���������� !"	
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No.58
平成２６年６月２０日 

H26年7月1日～H26年7月30日のスケジュール 
土金木水火月日

54
陸　上
空　手

3
エンジョイ
ウォーキング

21
基礎トレーニング

ソフトボール

ソフトJrテニス

1211
陸　上
空　手
フラダンス

10
エンジョイ
ウォーキング
アロマヨーガ

98
基礎トレーニング
ソフトボール
ソフトJrテニス
中国語

7
水　泳

英会話

6

19
生涯野球
第2回百名山

18
陸　上
空　手
フラダンス
絵画教室

17
エンジョイ
ウォーキング

16
華道

バドミントン
（第１回）

15
基礎トレーニング

ソフトボール

ソフトJrテニス

14
水　泳

英会話

13
ソバ打ち

26
あちの夏祭り

25
陸　上
空　手
フラダンス

24
エンジョイ
ウォーキング
アロマヨーガ

23
バドミントン②

22
基礎トレーニング
ソフトボール
ソフトJrテニス
中国語

21  海の日
英会話

20
生涯野球

3130
バドミントン③

29
基礎トレーニング

ソフトボール

ソフトJrテニス

28
水　泳

英会話

27
ソフトボール大会

① 太極拳 … ゆったりの集中動作で心身の健康づくりに 
② エンジョイウォーキング … 足腰を楽しく鍛えて健康体に 
③ 社交ダンス … 背筋を伸ばして楽しく　ワン・ツー・スリー 

① バドミントン教室 … 7月16日（水） PM7:30～9：00 阿智中体育館 

参加者が少なくて開催が困難状況講座（現在1名）参加者大募集 

スポーツ教室第1弾（申込開始します） 

新規昼間の生花教室 
連続8回教室 参加費500円 

申し込み、お問い合わせ先・チャレンジゆうAchi（43－2061）中央公民館事務局迄 

9月より毎月第1・3水曜 AM10:00～11：30 
参加希望者お待ちしております（マキ・マリ） 

チャレンジゆうAchiは、どこでも・だ

れでも・いつまでも参加者皆様で作る

文化とスポーツの楽しいクラブです。 

これからも楽しみな講座が始まります、

途中入会も大歓迎です。 


